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主として外傷肺 9 例を対照とし，肺癌40症例(扇平上皮癌 14例，未分化癌 11例，腺癌 15例)を検索




( 1 ) 対照肺における腺房比，粘液腺房径，竣液腺房径の各平均値は， 0.62土 0.013 ， 52.1 土 0.45μ，
35.9土0.34μ の値を示し，各個体別，左右肺別，気管枝樹の各部位別に計測した平均値の聞には有意
の差を認めない口
( 2) 肺癌における上記 3 計測値の平均値は各々， 0.85士 0.025 ， 58.9士 0.52μ， 40.8士 0.38μ の値を
ワ臼??
示し，いずれも対照肺より高値を示す。








d) 炎症性細胞浸潤を認める気管支・枝の頻度は，扇平上皮癌，未分化癌，腺癌において， 38 












( 1 ) 肺癌における気管枝腺の変化は肺癌組織型により異なり，局平上皮癌，未分化癌では腺房比
並びに両腺房径の増大を認めるが，腺癌においては各計測値共に対照肺との差を認めない。
( 2 ) 局平上皮癌，未分化癌における腺房比の上昇は，患側肺全域にわたる変化であり，癌の浸潤
並びに炎症性細胞浸潤と密接な関係がある。






にわたって気管枝腺の変化を詳細に検索することが極めて容易になる。実際， 1960年以降 Reid 等も
円。円叫
d
同様の意図をもって，慢性気管枝炎における気管枝腺の変化を計測病理学的に追求しているが，著者
はこれらの方法をさらに発展せしめ従来にはなかった気管枝腺の腺房変化を表わす指標として，腺房
比並びに腺房径なる値を設定した。もってこれらの指数が，気管枝腺の粘液・衆液両腺房の体積比を
規制する値であることを証明するとともに，対照群として外傷肺 9 例，肺癌肺40例を用いて計測を行
ない，扇平上皮癌，未分化癌では各計測値の上昇を認めるが腺癌では対照と有意の差はなく，気管枝
腺は肺癌組織型により異なった態度を示すという結果を得た。
更に各計測値の上昇を数理的並びに形態学的に検討することにより，肺癌症例における気管枝腺の
形態変化の主なものは，粘液腺房肥大と腺頚部導管上皮細胞粘液化の増進なることを見出した。
--194 
